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資　　　料

齊民要術所載の栽桑養蠶法
王福山譯

序

　齊民要術は支那の農業古典として最も優秀なるもので、後魏時代の著作であるから、今より

凡そ一五〇〇年を遡つて居る。全部で十巻九十二章から域れる大築威である。支那では北宋、

南宋以降二＋回許り此書の異版が復製されたと云ふが、長年の星霜を経馴田に古いものは管散

逸して了つたさうである。

　撚るに幸ひ我が邦の栂尾高山専には騰欲ながら北宋版の第五、第八の爾毬が傅は砂、現に京

都博物舘に保護されてゐるが、非常に貴重なもので國賓としての債値充分であると云ふ。この

淺本第五魅の眞先に栽桑、養獄の事が論じられて居り、吾々翻桑に從事する者にとつて温古知

新の縄姓なる材料と信するから、予は嘗て厘々拙著に引用した事があるが、それは栽桑に關す

る事項にのみ止まり、養鷲に蘭する部分には及ぱなかつたのである。偶々今回本校養羅科第十

七回寧業生三E幅山君が研究生とし，て生物鰯教室に居られるので、日支爾國語に堪能なる同羽に

依囑して、同書の第四1－一五章全部の課文を作製し大方の参考に資ナる次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一遠藤保太郎しるす一

　本書ハ後魏（西謄三八六一五三四年）ノ高陽（今河南省杞縣高陽城）太守（知麿年雄二千石）買思認氏ノ原

轡ニシテ、北宋（西暦九六〇一一一二六年）ノ時代ノ版本デアルo清宜統rlヨ寅年二羅振玉氏ガ抑田香巖氏

ノ紹介二依リテ京郁博物館ヨリ借田シ復篇再刊シタモノデアルa

　『　』内ノ丈句ハ原本ノ融昌シテ、（　）内ノ丈句ハ隷補シタモノデアルo

　書中、課者ノ淺駆ノタメト活版不明トノタメニ誤隷シタ虚多々アルコト、思バレルガ比ノ貼諦君ソ蜘賢

察ヲ乞フ次第デアルo　　　課者誌ス

種　　　桑　　　柘

後魏高陽太守　質　思　駕

　　　r爾雅（書名鼻日久桑ヲ餅シテ謹トrfn（版不隙有ウ。許日久緋ハ・地。女剃夷桑ハ融

　　昌日ク、今ハ俗二桑樹ノ小＝シテ而モ長條ナル者ヲ呼ンデ女桑樹也トスo簗桑山桑ハ、註二日

　　ク、桑＝．似タル材ヲ中シテ（用ヒテ）弓及車頓ト爲ス。淋記（書名）ヲ捜シテ日クi太古ノ時遠征

　　ノ人有リキ、寡昌女一、並ビニ馬一一mu有リ。女ハ父ヲ思ヒ　乃チ馬二戯レテ日ク、吾ノ爲メ父

　　ヲ迎へ能フレバ、吾將n汝馬二嫁サン。馬ハ鞭ヲ絶チテ而シテ去リ、父ノ所昌至リキ。父ハ尿

・・ @中戸故有リヤト疑ヘリ。乗リテ而シテ還リキ。後二馬ハ女ヲ見テ怒リ而シデ奮撃ス。父ハ之ヲ

　　怪シミテ密Pt女二間ブo女ハ具テヲ以ツテ父ユ告ゲリ　父ハ馬ヲ射殺シ、皮ヲ庭二於テ曝シタ

　　リ。女ハ皮ノ所二至リテ、足ヲ以ツテ之ヲ賊テ日ク、爾馬、人ヲ嬬二爲サント欲’シ、自ラ屠剥

　　＝取ル。如何。書未ダ絡ラザ1レ＝皮ハ煙然トシテ起チ、女ヲ巷テ而シテ行ケリ。後大樹ノ枝聞

　　S於テ、女及馬ハ鑑ク慧二化シ樹上昌績シタルヲ得。世ハ鷲ヲ謂テ女兇ノ古ヘノ選言也トス。

　　因二其ノ樹ヲ名ヅケデ桑トナス。桑ハ喪ノ言也。今世菖刑桑、虹（版不明）桑ノ名有リJ。

　　　桑擢熟シタノL時i黒魯椹ヲ牧ム　『黄魯桑ハ久＝耐ズ。諺二日ク、魯桑百、綿吊豊ナリ。共

　　レハ桑好ク、功省キ、用多シトノ言ナリ』。EIJ　LI、水ヲ以テ淘取シ、種子ヲ麗シテ燥シ、　Vbテ
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畦昌覆（蒔）ク。『治畦・下水（灌水）一一・＝（皆）葵法（葵ノ栽増法）ノ如シ』常昌蘇（除草）シテ浄カラ

シメ・tAl　f・fS　IE月（薔暦）＝移シテ而シテ之ヲ栽ル。r仲春季春昌モ亦得』。叡大抵）五尺一根（株）ト

シ・r耕牧ヲ（家畜ヂ耕スコト）用セズ。凡ゾ桑ヲ栽テ得ザリシ者ハ他故無シ。正昌梨ノ爲畷

（掘リ出シノ意）シタリ。是ヲ以テ，須カラク概（密植）出稀（疏棺）二用ズo稀ニシテ梨ヲ通スル

蔚ハ必ズ慣ミニ難シ。卒（大抵珍死スルR。且概タt・…〈JtUチ疾ク長ジ、大都（大抵）種椹（實生）

スルノハ長ズル嵩遅シ。墜枝歴條法）ノ速昌如カラズo栽二無キ者ハ乃チ種椎スル也』。共ノ

下常鴻駈掘（堀ル事）シテ叢豆小豆ヲ種（蒔）ク。『二豆良美潤澤ニシテ桑二釜ナリ3。栽後ニケ

鯛質ンテ探沐（摘葉）スル勿レ。r小（樹ノ幼キ事）＝探ル者ハ長ズル判鯉シ』。瞥許（程）如キノ

大サ謹正月中之ヲ移スc『亦髪（塾被ノ事）ス須ラズ』。率（大抵）十歩（一一faハ五尺）丁樹トス。『陰

（蔭）相接スル者ハ則チ禾豆昌妨グ』。行ヲ小サク欲ヤバ椅角（三角形）トシ、正相當（方形）用セ

ズ。r相當ル者ハ則チ翠ヲ妨グ』。須ク栽＝取ル者ハ正月二月中鈎Sl；ヲ以テ下枝ヲ塵へ地r－Xi

（届）カシメ、條葉歎寸高ク生ジ℃傍テ燥土ヲ以テ之ヲ纏（培土）ス。『土漁ナレバ則チ燗ル』。明

年正月幟取リテ而シテ之ヲ種（植）ル。臓宅ノ上及園畔ニハ固ヨリ宜シ・ep（假令）其7定メ

田（畑）中二鍾（植）ル者．トシテモ、亦種稚法（實隼法）ノ如、キ、先ヅ概種（密植）二三年、然ル後更

・・之ヲ移スJ。凡ソ桑田ヲ耕ス＝ハ樹ノ近クマデ用セズ。「虜桑破禦所謂爾失ナリ』。・共ノ裂ノ

著（届）力不ル庭ハ願地（地ヲ掘ルコト）シテ起ラシメ、浮根ヲ研リ去リ、鷲矢（慧糞）ヲ以テ之三

糞（施肥）コ㌔『俘根ヲ去レバ穂翠（播種器）ヲ妨ゲズ。樹ヲ肥茂ナラシムル也」。叉法（別法）『歳

常轟樹ヨリ門歩続リニ蕪蕃ノ子ヲ散シ、腋穫後、翻ヲ放テ之ヲ啖ジ、其地ヲ柔軟セシメテ耕＝

勝ル者有リ』。禾豆ヲ樋（蒔）ク＝ハ、逼樹（樹＝接近セシム7L事）＝得ルヲ欲ス。「地利失ハズ。

田又調熱ナリ。樹ノSt　iJ　s蕪書ヲ散ス麿ハ、勢セズシテ逼（近ツク）也』。劃桑（伐枝）ハ十二月

＝上時ト爲シ、正月ハ之二次ギ、二月ハ下トス。白汁出バ則チ葉ヲ損フ』。大率1（大抵）桑多ク

ナル蒋ハ、苦研（多ク刈ル）スレパ宜シ。桑少ナキ者ハ、省剥（少シ刈ル）スレバ宜シ。秋研（秋

刈）ハ・苦（悉ク）昌欲シ而モ日中ヲ遜ク。『熟ユ角蜀レバ樹ハSS（，i枯Fナリ、苦研スレバ春條茂ルナ

リ。冬春鴇ハ省剥トシ、寛日（絡日ノ意？）昌作（ナスコ5）ヲ得。春探（摘桑）ハ必須長梯高机ヲ

凋ヒ・鍛入一一樹＝條ヲ還シテ復タ枝二、務デ鑑ク潭ラカシメ、且暮昌欲シ而モ熱時避ルヲ要スo

『梯ヲ長カラシメズ、商カラシメズ、枝折人（摘桑入）多カラザレバ上下昌勢ナリ。條ヲ還サザレ

バ枝ハ勿テ曲リ、探昌浮カラザレベ鳩脚⊂枝二残サレタ葉ノ形ノ意？）多シ。旦暮呂探シテ潤澤

ナラシメ、熟ヲ遜ザレバ條葉乾クナリ』o秋探（秋＝摘葉）ハ欝（少シ）ヲ欲シ、妨グル者ヲ裁去

ス。『秋呂多探ナレバ則チ條ヲ損フ』⊇椹熟シタル時多ク牧メテ之ヲ曝乾シ、凶年昌シテ粟少ナキ

時以テ食昌當ツ可シ。魏略日ク、楊怖（人名）ハ新郷（河南省新郷縣）ノ長5　ms　iJタルトキ、興平

（陳西雀興牢縣）ノ末人（農＝’高塔＜Uル商質業奢）ハ多ク飢窮ナリ。姉ハ民二課シテ乾椹ヲ盆畜

（多ク積ルコト）シ、螢豆ヲ牧ム。共ノ飴腐ヲ閲シテ以テ不足ヲ補ヒ、積聚シテ千鹸魁ヲ得タリ。

太組西へ天子ヲ迎ヘル轟會（際）シ、所將（從臣）干人ハ皆糧無シ。こ満ハ謁見v’テ乃チ乾椹ヲ進ム

太阻ハ甚ダ善（讃美ノ意）シタリキ。太魍輔政昌及ンテ超ヘテ郷令（邦ハ河爾賓臨灘縣境、令ハ

官名）ト爲り、其轟生口1一人ト絹百匹ヲ賜ル。既昌シテ之ヲ属マント欲シ、　且以テ乾椹ノ報也

トス。今（北宋時代）河自り以北昌大家ハ百石．小家伺数十鯉ヲ牧ム、故昌杜葛ノ鑑後二鰻鰹蓉

藤（鰻鰹重ネテ’及プ）、唯以テ躯ヲ全フ＝仰ギ、歎州之内民死シテ而シテ生ヲ命ズル者ハ乾権之

力也』。

　種拓法地ヲ耕シテ熟ナラシメ、縷繕（下麺溝）ヲ鯉二作リ，柘子熟シタル時多ク牧メ、水ヲ以

テ淘汰シ、澤ラカナラシメテ曝乾シ、散詑（散種絡了）シテ之ヲ勢（管理）スo草生レバ抜却シテ

荒淡セシムル勿レ。三年闇昌厨去（切ル）シテ渾心扶老杖（杖ノ名）ト爲ス呂堪ル。『一相三丈（杖
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ノ値段）』。＋年二四破シテ杖鵬ス黒中（用フ）ス、r刊殖（働二＋丈』。馬鞄1ト訓イく（渡台）ト

爲ス昌任ジ。『馬鞭一放直十文胡豚一・具直百文』。十五年昌弓材ト爲ス＝任ジ。『一張三百』。亦

履（ハキモノ）ヲ作ル昌堪へ、『爾（一足）六＋』。礁木ヲ裁機シテ錐刀ノ鞄（柄⊃ヲ作ル＝巾（使rfl

ス）ス。r一簡直三丈』二＋年噸車（一一｝騨二似デイル）材ヲ作ル轟好シ。r一乗直萬鏡』。鞍橋（lllI

i］橋）ヲ作ラント欲スル者ハ生枝三尺許リニ長ジ縄ヲ以テi砦枝繋グ。木源釘ニテ地申二署（届）

ケ、橋ノ如キ昌曲ラシメテ十年後・是レ便（自IJチ）渾成拓橋ナリ。『一具直絹一匹』。快弓材トシ

テ作ラント欲スノL潔ハ、山石聞ノ北陰ノ中＝之ヲ種（櫨）ルヲ宜トス。共高原山田＝シテ土厚ク

水深キ腱昌ハ多ク深抗ヲ掘リ、坑Pt　n於テ桑柘ヲ腫植ヱル者ハ、坑ノ深サ昌随テー丈或バー丈

五尺坑ヨリ直一ヒ＝Mシ、乃チ疎昌扶ts・・sl・lt樹條ヲ四散シ、直昌シテ常材＝於テ異ナリ・＋年之後

任セ不ル所ハ無シ（何ヂモ成リ褐ルノ意）°『一樹直絹十匹』。柘葉ニテ慧ヲ飼ヘバ綜ハ琴縁等ノ

絃ヲ作ル呂野シ。清鳴響徹ニシテ凡糸ヨリ勝ルコト遠尖。

禮記月令………（以下百七十一宇略課）

　春秋考異郵日ク、慧ハ陽物ナリ。大二水ヲ悪フ。故昌獄ハ食ヒテ而モ飲マズ。陽ハ三春二於

テ立ッ。故二翻ハ三攣シテ而シテ後＝七（七日？）＝於テ溝死ス。三七二十一。1放轟二十一日昌

璽（繭）トナル。潅南子日久鷹蛋一歳昌再ビ登ル（飼育スルコのハ不利昌非ザル也。然レドモ

王者ハ法禺テ之ヲ禁ズ。其ハ桑ヲ淺ス爲メ也。

　氾勝之日ク、種桑法ハ五月昌棋ヲ取リ，水中二著（入レテオク）ク。EIJチ手ヲ以テ之ヲ漬シ、

水ヲ以テ灌シテ洗ヒ．子（種子）ヲ取リテ陰乾シ、肥？田十畝ヲ治メ、荒田久シク耕貸不ル者ハ

尤モ善シ。好シク之ヲ耕治シ、畝毎謁黍ト椹子各三升ヲ以テ合セテ之ヲ種（蒔）ク。黍桑倶昌生

ズルニ當リ、之ヲ鋤（閥引ノ意？）シM桑ヲ稀疏昌調適セシメ、黍熟レバ之ヲ穫リ、桑生ゼバ1E

＝黍ノ高サト卒（同）鉱因‘利鎌ヲ以テ地昌摩（接シテ）シテ之ヲ刈リ・曝シラ燥カシメ・後風

調育ルトキ、火ヲ放シテ之ヲ焼ク。常二道風シテ火ヲ起ス。桑ハ春二至リテ生ジ・一畝ハ三箔

ノ翻二食セラルo

　愈釜期騰昌日ク、日南翻ハ八熟（年轟八回ノ意？）ナリ。璽軟ク而モ薄シ。継ノ・探ルモノ少＝

シ・テ多シ。永嘉記P日ク、永嘉訊ハ八輩獄有広腕弥麗、『三月績（三月昌結繭スル）』。柘慧、『四

月初績』。蟷鷲、『四月初績』。愛珠、『五月績』、愛獄、『六月末績』。寒珠，『七月末績』〇四出獄『九

月初績J。塞獄、『十月績』。

層凡ソ羅ノ再ビ熱スル者ハ（再ビme　＝ナルト雪フ意）、前輩ヲ皆之ヲ珍ト謂フ。珍ヲ養フ者ハ

之ヲ少シク養フ。故二愛鑓タル蔚ハ蛎獄ノ種也。蛎珠ハ三月二既二績ス（結繭スル事）°蛾出テ

卵ヲ取り、七八日　’＝便（則チ）剖卵シテ穰生ズ。之ヲ多ク養ヒ是蛎獄ト爲ス。愛ヲ作ラント欲ス

ル者ハ、・航珍ノ卵ヲ取リ、・嬰中昌藏メ、中ハ器ノ大小昌随テ亦可ナリトシ、紙ヲ十＝シテ（鷲

卵続ヲ十枚入レルコト？域ハ充分入レルコト？或ハ只ノ紙デ何力他ノ意味アル？）需ロヲ蓋覆

シ、刺『苦劉：反』泉（天然ノ深イ岩中満アル泉？）冷水中二安キ（動カナイ様ニオクコト）、冷i氣二

共ノ出勢ヲ折セシメ、三七日（二卜一一日）昌得。然後剖生シ、之ヲ養ヒテ愛珠ト謂7爲リ。亦愛

子トモ呼ブ゜績シテ繭ト成リ出蛾シテ卵ヲ生ジ、卵ハ七日昌又剖シ獄ト域リ、多ク之ヲ養フ。

此レ則チ愛獄匝。藏卵ノ時…人・・見七シム勿レQ二七（十四？）ノ赤豆ヲ用ヒテ器底昌安ズ慮シ。

脇月桑柴（十二二月ノ桑木？）二七放ヲ以テ麻卵紙（卵紙）ヲ水ノ商下禦尽重卵トヲ相病シキ昌當ラシ

メ、若シ外水高ケレバ則チ卵ハ死シテ復ビ出ヂズ。若シ外水、卵ヨリ下ナレバ則チ冷氣少ナク

其ノ出i勢ヲ折スル能ハズo共ノ1蟻勢ヲ折シ能ハザレバ則チ三七日ヲ得ズ〇三三七日ヲ得ザレバ出

ズルト難モ成ラ不ル也。不成者ハ徒績ト云フ。域繭出蟻シテ卵ヲ生ジ、七日＝再ビ剖生セズ。

翌年二始メテ生ズルナリ。樹蔭ノ下』得ント欲スルモ亦有リ。講ロヲ泥（泥デロヲ封ズルコト）
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シ、三七日＝亦威ル者有リ。

細行書昌日久二月」二…1．・＝i・ヲ取リ渥ノ四無泥スレペ聾宜暗ナリ。

r今世・案ジテ、三臥一蟷四n．it再生臨白頭鼠領礁、楚臨黒獄・ラ己蛋賄リ・一生再

生之異友兇獄、秋母慧、秋中慧、老秋兇鑓、秋未老鰍児獄、綿児獄、同功鷲或ハニ灘三罵共＝

欄ヲ爲スモ痢恥凡三臥四臥・謝綿ノ別有り（主騨1臥三眠四目罵？繍一生纈
綿）。凡耀・・小ナルト判楚瑠桑ヲ與力堵ハ乃チ大けり伽入・け至…’vデ荊魯二無

テ飼ブ得シ、落シ小m荊桑ヲ食セシメ、中＝イタリ魯桑ヲ輿フレバ、則チ裂腹ノ患有也。

陽泉槻論咽ク．人主ノ養民ヲ慧母ノ灘蜘拙使ム・けレベ共ア隈徒帷）綜繭ノ

ミPt而巳哉（止Vラン裁）。　　　　　　、

　五行書二日ク、獄ノ善悪（獄作ノ良否）ラ知ラント欲セバ、常瓢三月三日ヲ以テ・天陰リ・如

（若）シ日無ク、雨見ザレパ、翻ハ大呂善シ。3ζ法（飼イ易イロト？）ナリ。『馬ノ牙歯ヲ槌下、獄架

下？）二魏メ翻昌寛セシム』。　　　　　　　　　　　　　・
　龍魚河圖昌日ク、宅亥地（？）＝於テ、慧沙ヲ挫ムレ武大二冨ミ、露綜ヲ得吉利ナリ。一角‘｝二

斗ヲ以テ甲子El　：鎭宅セバ大吉ナリ。千萬財ヲ致ス。

養灘。種繭ヲ牧取スル…必ズ籏川・昌居・堵ヲ取ル。r」・逝ケレパ則チ緬ク・地逝

ケレバ則チ子ヲ生セザル也』。屋ヲ泥（土デ塗ル事）スル＝へ示融磯辰名ナ卿チ天舗徳等

ハ吉風大耗小耗等ハ凶辰）ヲ用・テ土ヲ」プレバ利㈲ナリ・屋’・四面魂ヲ開クヲ欲シ・sre

＝テ厚ク糊リテ解で隔リ）ト爲シ、屋内四角＝火ヲ焚キ、『若シ火ガー塵昌在レバ則チ冷熟不均ト

ナル』，初生（蟻獄）ハ毛ヲ以テ掃キS荻ヲ用ヒテ掃ケ’側チ麗ヲ傷フ．S・火ヲ調シデ冷熟糊

（適當）タラシ八燃・レバ則礁燥トナリ・冷スレバ則張ク逞シ（欄日数長わ・』再眠・

蚕ル＝比（及）ペバ、常昌三箔ヲ須トシ、中箔上二慧ヲ安キ・上下Pハ室置トシ・『下箔・・土氣ヲ

障ル。上箔ハ塵埃ヲ防グ』。小ナル時ハ醗（融吉辰）螺（探揮）テ」・桑㈱立）シ・桑ヲ（？）懐

中⇒オイテ暖セシメ、然後之ヲ切ル。『獄小ナルトキハ露氣ヲ見ルヲ用セズ。人休ヲ得レバ則チ

衆悪ヲ除クナリJ。飼慧毎畠臆峰（窓掛ノ様ナモノ）ヲ巷キテ飼詑（給桑絡了）レバ下二還ス。『獄

ハ明ヲ見レバ則チ食フ。食多ケレバ」！UEEI長ス』。老タル臨雨＝値曙・則チ繭ハ壌ス・屋裏

昌於テ之ヲ笈（上後）ス宜シ。箔上n於テ簿ク薪ヲ布キ・簸ヲ散シテ詑り昌又薪ヲ以テ薄ク之ヲ

覆ヒ、一槌（蛋錬面積ノ翠位？）＝＋箔ヲ安ク得シ。

　又法。『大科（大株）蓬蕎ヲ以テ薪ト爲シ、翻ヲ散シテ遡（普ク）ナラシメ・之ヲ棟梁橡柱昌於テ

懸ゲ、或ハ縄ヲ垂シテ鈎曳弟爪龍牙＝テ上下島数重トシ、所在皆懸ゲ得テ絡り昌薪ノ下nbl＝

堤ヲ生（起）シ、μテ之ヲ媛奇。爆メ得vバ則チ作ル＝（螢繭）速シ。傷寒ナv・“’（塞クアレバ）則

飛ル羅シ。数臥リテ待チ、熱シト看レバ則チ火ヲ去ル・蓬蕎ハ疎ax・＝シテ欝19之患ヒ無

ク、死獄ハ旋（自ラ）＝1チ、汚繭之患ヒ無シ。沙葉（籏付繭）ヲ作ラズ。疲痕之疵無シ。欝習タ

ラバ則チ繰灘シ。繭汚砂側チ綜・轍ル・疲痕アレバ則チ緒ハenス・設令（假令）雨無外モ

蓬1継亦良シ。卿外＝aリテ籏スル者・覗（萬一）昌天齢遇へぺ則チeク繭ヲ作ラズ・雄

痛ヒテ繭ヲ殺セパ繰喝シ。而モ綜ハ，＄mシ（？）日覇シテ死ヌモノハ白クシテ而シテ澱ナ

リト難モぴ繰練（絹懸織物類）、衣著ハ幾將倍突。甚シキ者ハ虚失ニシテ歳功堅脆（全然失敗ノ意

？）トナリテ資生（資本）懸絶（心配シナガラ絶エルコト？）ス。要理安（如何デカ）知ラ不ル可ケ

ン哉　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　擢建日・…’・（以下百四十八字略謬）



34　　　　　　　　　　　戴　　継　　學　　徹　　誌　　　　　　　　　〔第五巻

第五巷　第ご號　　疋　　誤

　　頁　　　　行　　　　　　　　　誤　　　　　　　　　　　正
　目…多ζ　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　　Pin1く　Pisease　　　　　　　　　　　　　　Pink　工）isease

　目次V　 餌食　　食餅　ll1　　下2　　　Glomerulara　　　Glomerularia
　　1ユ4　　　　　　　　　　　上　 10　　　　　　　　　　　　　　　　 Corticuim　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Corticium

tt @115　　下12　　　　長短　　　　　　　畏穫
　116　　　丈献2　　　　農事報LPt　　　　　農事報
　124　　　　　　　上　　5　　　　　　　　　　　socalled　　　　　　　　　　　　　　　so　called

　124　　　英丈中曲線　　　Time　1ノ通リ下ヨリ夫2t・＝a．1），　c．　d．

　126　　　　　　　　下　　1　　　　　　　　　　　　cudrania　　　　　　　　　　　　　　　　Cudrania

　ユ31　　　　下　5　　　　　　　語り終る　　　　・　　　　　語り居る

　132　　　　考察、上　7　　　　有する故廷三　　　　　　　　有する散と

　138　　上10　　　　外閥　　　　　　　外圃
　144　　 ＿h8　　　　ビスコースtes紡　　　 ビス＝r一ス絹糸
　コ49　　．左、下9　　懲体内容器官　　　　慧体内鵠官
　M9　　　右下工4　　　　　劾果　　　　　　　　　　効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肖隔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1辱糊攣検！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　算韓瓢

縁｝


